
導入の背景
創業 100 周年の節目を迎え
全方位での改革を推進する
小池酸素工業は 2018 年 10 月に創業 100 周年を迎

えた。もともとガスの提供からスタートした同社

は、その後、ガスを用いる切断機械や溶接機械な

どの分野にも進出。現在のビジネスは切断・溶接

機器事業、ガスおよびガス関連機器事業、溶材商

品事業の三本柱で構成される。

同社のネットワークは世界に広がっており、国内

はもちろん、世界中の製造業を支えている。欧米

やアジア諸国などに現地法人を置き、その製品は

80 カ国以上の顧客の工場などで活用されている。

そんな同社は 100 周年の節目を機に、いま全方位

での改革を推進している。執行役員 管理部 人事・

総務担当部長 富田 康夫氏はこう説明する。

「例えば、働き方改革です。当社の従業員だけでな

く、お客様の働き方にも目を向けてさまざまな取

り組みを進めています。いま、お客様の多くが人

手不足に悩んでいますが、こうした課題の解決に

寄与できるよう、安全性と作業効率に優れた新製

品づくりに注力してきました」その新製品の一例

が、2019 年秋に販売を開始した「片付けロボット」

だ。鋼材を切断した後の製品を指定した場所へ片

付けるロボットで、現場の負荷を低減することが

できる。顧客満足向上に向けた取り組みのひとつ

だ。また、従業員満足の観点での取り組みも進め

ている。人事制度改革や本社屋をはじめ、老朽化

した事務所の建て替えによるオフィス環境刷新を

進めている。それに加え、クラウド化の推進など

ビジネス継続性強化の施策も進行中だ。

顧客満足と従業員満足、そして社会への貢献を通

じた社会満足。小池酸素工業は次の 100 年を見据

えて、三位一体の取り組みをさらに強化しようと

している。

導入の課題
決算早期化とビジネスの可視化、
業務効率の点で旧会計システムに課題
小池酸素工業の旧会計システムは、約 20 年前に

導入された。旧システムは国産の会計パッケージ

を利用していたが、その製品サポートが 2019 年 3

月に終了することになった。

「2019 年 5 月には令和への改元があり、秋には消

費税の増税も予定されていました。サポート切れ

の話を聞き、新しい会計システムの導入は避けら

れないと判断しました」と語るのは管理部 情報シ

ステムグループ 部長代理 長島 和義氏である。新

システムの導入は、経理業務に関する従来からの

課題を洗い出し、改革を進めるための契機にもな

る。実は、経理業務にはさまざまな課題があった。

経営の観点では、決算の早期化を進める必要があ

った。「管理会計の月次決算早期化は、重要な経営

課題です」と富田氏はいう。

全国に展開する 20 以上の事業所は独立採算に近

い形で運営されている。それぞれが月次決算の資

料をまとめて、それを本社がまとめて単体決算を

作成する。スピーディな意思決定を行うためにも、

決算の早期化は避けられないテーマだ。

業務の効率化や標準化も課題だった。旧システム

は他システムとのデータ連携が難しく、二重入力

などの手間が相当かかっていた。本社の経理部門

や各事業所担当者の業務負荷軽減は、働き方改革

を進める上でも重要だ。

また、以前は各種伝票が大量に発生し、その処理

に相当の工数をかける必要があった。会計システ

ムの刷新はペーパーレス化を進めるきっかけにも

なる。

「事業所の会計業務は少人数で担当しています。こ

うした属人的な業務のあり方を見直す必要もあり

ました」と富田氏は打ち明ける。システム面での

課題については、管理部　経理グループ 課長代理 

風間 友義氏がこう説明する。「決算をまとめる際

には、3つの事業とその他事業を合わせた 4セグ

メントの損益を出しています。そのためにはセグ

メントごとに経費を配賦する必要がありますが、

旧システムではそれができませんでした。そこで

各事業所にお願いして、Excel でセグメント別の配

賦処理を行っていました。これが事業所の負荷増

大を招いていました」
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導入ソリューション

本社
東京都墨田区太平 2-10-10
ユナイトビル錦糸町
―───―──―───―──────
従業員数
349 人（2019 年 3月 31 日時点）
―───―──―───―──────
Webサイト
https://www.koike-japan.com/home
―───―──―───―──────
資本金
40 億 2800 万円 (2019 年 3 月 31 日時点 )
―───―──―───―──────
事業内容 
切断・溶接機器事業
ガスおよびガス関連機器事業
溶材商品事業　その他事業
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業務・IT 改革の一環で会計システム刷新

ワークフローの活用によりペーパーレスを実現。

債権消込業務は導入前の 3分の 1に
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システム選定と導入
データ連携や操作性、
電手決済サービス対応などが決め手に
前述の課題は大きく 2つにまとめることができる

だろう。つまり、ビジネスの可視化と業務の効率

化である。会計システム刷新を機に、小池酸素工

業はこうした課題の解決に向けた取り組みをスタ

ートさせた。

「SI ベンダー 7社ほどから新システムの提案をも

らいました。さらに、書類選考で 3社に絞り、各

社にはプロジェクトマネージャになってくれる人

自身にプレゼンをお願いしました。当社の業務を

深く理解してもらった上で、新しい会計システム

の導入に当たってほしいと考えたからです」と長

島氏は振り返る。このような選考プロセスを経て、

製品と SI 力の両方を評価した上で、最終的にキヤ

ノン IT ソリューションズと「SuperStream-NX 統

合会計」が選ばれた。製品選定に当たって重視し

たポイントはいくつかある。

「まず、他システムとのデータ連携のしやすさです。

また、ペーパーレスを目指す上では、ワークフロ

ーなどの機能も重要。もちろん、操作性について

も慎重に評価しました」（長島氏）

財務の視点では、三菱 UFJ 銀行の電子記録債権へ

の対応がポイントだったと、管理部 財務グループ　

課長 鈴木 和美氏は語る。

「当社は、三菱UFJ銀行が取り扱う電子記録債権（電

債）で支払いを行っています。同行の電債には『電

手（電子手形）決済サービス』と『でんさい』の

2種類があります。後者に対応している製品は多

いのですが、前者の電手決済に標準対応している

のは、私たちが検討した中では SuperStreamだけ

でした」

プロジェクトは 2018 年 7 月にスタートした。要

件定義フェーズは 7～ 9月の 3カ月間。

同社の 10 人弱のメンバーは SuperStream の機能

す」と鈴木氏は話す。販売管理システムとのデー

タ連携により、従来は事業所で管理していた入金

予定の情報も、いまでは本社側からも一覧表など

の形で詳細を把握することができる。ビジネスの

可視化という観点でも重要な変化だ。出張費など

の現金精算業務も改善された。従来は各事業所

が現金を渡して小口の経費精算を行っていたが、

SuperStreamと経費精算のクラウドサービスなど

を連携させて、給与振込と一緒に支払う形に改め

た。現金から振込への切り替えには内部統制上の

効果もある。

今後の展望
非 IT 領域の施策を組み合わせ
中長期的に決算早期化を目指す
SuperStream を稼働させたいま、小池酸素工業は

次の業務・IT 改革に向けたシナリオを検討してい

る。「今回のプロジェクトを経て、手入力作業や紙

の伝票が大きく削減され、業務の効率を高めるこ

とができました。また、二重入力による人的なミ

スの可能性も最小化できたと思います。ただ、決

算の早期化に向けた取り組みはまだ道半ばです。

現在は各事業所で行っている月次決算を集約する

など、非 IT 領域での施策が重要になります」（長

島氏）

現状、各事業所は仕入れや支払いなどの業務も行

っているのだが、中には請求の時期が遅れがちな

取引先もある。請求が確定しなければその分だけ

月次決算も遅くなってしまう。こうしたさまざま

な阻害要因を 1つずつ取り除きながら、同社は決

算の早期化とビジネススピードの向上に向けた取

り組みを加速しつつある。IT を活用した業務効率

化と働き方改革の取り組みも、さらに積極化させ

ようとしている。

※アマゾン ウェブ サービス、Amazon Web Services、AWS、および
Amazon Web Services ロゴは、Amazon.com, Inc. またはその関連会社の
商標です。

を学びながら、システムの要件をまとめていった。

11 ～ 12 月にはデータ連携を検討し、そのための

仕様書を作成。そして、開発やテストなどを経

て、予定通り 2019 年 3 月の稼働を迎えることが

できた。「Amazon Web Services（AWS）上に開発・

テスト環境を用意し、ここで画面を見てシステム

を触りながらプロジェクトを進めました。クラウ

ドで情報共有することで、課題解決などもスムー

ズにできたと思います」と長島氏。本番環境でも

AWSを活用している。

導入効果
業務効率化と、紙の伝票の大幅削減
消込処理業務の工数は 3分の 1に
決算早期化は中長期の目標であり、会計システム

を入れ替えただけでは大きな進展は期待できない。

とはいえ、「早期化に向けて、重要な一歩を踏み出

すことができた」と富田氏は考えている。

決算処理の日数については若干の前進もあった。

「旧システムにはセグメントの概念がありませんで

した。そのため、事業所でかかった経費などをセ

グメント別に分けた Excel 資料を作成し、それを

本社で合算していました。配賦の処理を含めて、

SuperStreamではこうした手作業がなくなり、ボ

タン 1つで処理を行うことができます。これによ

り、リードタイムを 1日程度短縮することができ

ます」と風間氏はいう。現段階では、決算短期化

よりも業務効率化の効果が大きいようだ。それは

他の場面でも見ることができる。例えば、ペーパ

ーレス化。SuperStreamのワークフローを活用す

ることで紙の伝票を大幅に減らすことができた。

入金管理業務の工数も同様だ。

「以前は銀行からの入金データを Excel に落とし

て、債権データと入金との対応関係などを 1つ

1つチェックしていました。こうした消込処理

業務の工数は、SuperStreamを導入してから 3分

の 1程度になりました。同時に、SuperStreamで

情報共有できるので、事業所で誰かが病欠した

としても、本社側でバックアップするなどの対処

が可能になりました。業務の標準化も進んでいま
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